
 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心の中の見えないバケツ 

                             校長 上加世田 栄次 
 

秋らしい，爽やかな朝を迎えています。秋は，何よりも人が活動するのに最も適した季節で

す。「実りの秋」「読書の秋」「芸術の秋」などいろいろな秋を存分に楽しんでもらいたいと思い

ます。また，秋は枯葉が落ちる季節。なんとなく悲しい気分に包まれると言 

う人もいます。夏場に青々と生い茂っていた葉が枯れ，日が落ちるのが早く 

なると同時に心も沈みがちになるとも言われています。先日の全校朝会で， 

子ども向けの絵本『しあわせのバケツ』という話をしました。 

人は誰でも心の中に見えないバケツを持っています。このバケツが幸せでいっぱいになると

人は幸せな気持ちになります。反対にバケツが空っぽになると悲しくさびしい気持ちになりま

す。となりの人に親切にしてあげたりやさしい言葉をかけたりほほえみかけたりするとその人

のバケツに幸せがたまります。そのとき，あなたの心のバケツにも同じだけの幸せがたまりま

す。そしてあなたもとなりの人と同じように幸せな気持ちになります。 

逆にとなりの人をいやな気持ちにさせたり意地悪なことをしたり悪口を言ったりすると人の

バケツの幸せを減らしてしまってあなたのバケツの幸せも減ってしまいます。そしてあなたも

となりの人も暗い気持ちになります。わたしたちは毎日の生活でお互いに何回も何回もバケツ

に幸せを入れたりバケツから幸せを出したりしているのです。 

わざととなりの人のバケツの幸せを取り出している人がいるかもしれません。それが自分の

バケツの幸せを減らしていることに気づかずに。でもとなりの人のバケツに幸せを入れてくれ

ている人もきっといます。たとえだれからもほめられなくてもだれもそのことに気づかなくて

も他の人のバケツに幸せを入れて笑顔を増やしている人があなたの近くにもいるでしょう。気

づき・考え・実行する知根っ子のみなさん，となりの人の気持ちに気づけますか。だれかのバ

ケツを，いっぱいにしてみよう。だれかのバケツをいっぱいにするために，自分なら何ができ

るか考えてみよう。と話しました。 

校内人権週間を迎えるに当たって，身近な生活の中での「言葉遣い」や「行動」について，

改めて考えていきたいと思います。（しあわせのバケツ ｷｬﾛﾙ・ﾏｯｸﾗｳﾄﾞ/ｷｬｻﾘﾝ・ﾏｰﾁﾝ 作） 
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校訓： 強く 正しく 最後まで 

知根っ子  

  知根っ子は，共同募金が誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすこと

ができるように活用されていることを知ることができました。学校とし

ましては，募金活動等を通して「共助」や「ボランティア精神」の醸成

に今後も取り組んでいきたいと思います。児童の皆さん，保護者の皆様，

ご協力ありがとうございました。 

赤い羽根募金 ３,００５円 

過日，送金しま 

したことをご報告 

いたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活目標：友だちを大切にしよう 

保健目標：心の健康を考えよう 

◆12月の主な行事予定◆ 

４ 水 
校内持久走大会・学校保健委員会 

学級ＰＴＡ 

６ 金 学校評議員会 

14 土 土曜授業（しめ縄作り） 

15 日 家庭の日，市民総ぐるみ清掃の日 

21 土 青少年育成の日 

23 月 あまみ子ども読書・新聞の日 

24 火 ２学期終業式（給食あり） 

27 金 仕事納め 

１１月１日に地震と津波を想定した避難訓練

を実施しました。訓練の事前指導では，ＤＶＤ

視聴を通して，地震の被害や地震が起こったと

きの色々な場面での 

避難の仕方などを考 

え，また地震が引き 

起こす津波からの避 

難などについて考え 

ました。 

その後は実際に地震が起き，津波が来ると想

定して，津波の避難場所の根瀬部崎（根瀬部ト

ンネル上）まで避難しました。ご家庭でも，地

震が起きたらどう行動すればよいのか，また津

波がきたらどうすればよいかなどについて話し

合っておき，いざという時のために日頃から備

えておくことがとても大切です。 

 １０月８日～１１日に，校内読書週間を実施し

ました。地域の読書ボランティアの上畑さんによ

る読み聞かせや，子どもたち・職員による本の読

み聞かせと校内放送でも読み聞かせを行いまし

た。また，１０月の読書目標を立てて掲示をした

り，おすすめの本紹介カードをかいたりして，朝

の表現タイムで，一人一人がみんなの前で発表し

ました。 

さらに読書コーナーの設置を行い，子どもたち

がたくさんの本と触れ合えるようにしました。奄

美群島の木製パズルや奄美の民話・歴史・文化，

生活や方言などに関する内容の本を展示し，子ど

もたちが奄美の歴史や文化に自然と興味・関心が

もてるよう読書の環境を整えました。 

ご家庭でも同じ時間，同じ場所で「親子読書」

に取り組んでみてはいかがでしょうか。 

 １０月１８日に，県立奄美少年自然の家に

おいて，崎原小，大川小，小湊小，芦花部小，

知根小５校の集合学習を行いました。互いを

知り合うゲームや，国語・算数・音楽・体育

等の学習を通して，日常の学校生活では体験

できない，大人数の雰囲気を味わうことがで

きました。はじめは緊張気味の子どもたちも，

すぐに打ち解けて楽しく学習を進めることが

できました。 

校内読書週間 複式５校集合学習 

避難訓練（地震・津波） 

★ 田中一村記念スケッチコンクール 

・ 入選 ２年 ○○ ○○ 

・ 入選 ４年 ○○ ○○ 

★ 市読書感想文コンクール 

・ 入選 1 年 ○○ ○○ 

・ 入選 2 年 ○○ ○○ 

・ 入選 4 年 ○○ ○○ 

・ 入選 ６年 ○○ ○○ 

入賞おめでとう 


